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北海道稲倉石鉱山マンガン鉱床

化学探鉱調査報、告

関根、節郎柴　加藤　甲壬畳　池田喜治代菅
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　　Geochemical　prospecting　was　carried　out　at　In＆kuralshi　fnine　in　August，1951and　in　July，

1952．　The　deposit　is　of　the　fissure　filling　type　in餐he　Tert呈ary’prQpy’1ite・　The　ore　minerals

are　mainly　rhodochrosite　associated　with　quartz，calcite　and　Inany　kinds　of　sulphide、The　ores

cont＆in　abQut25－30％Mn　on　average．Analysing　Zn　in　natural　water　and　soil　near　the　known

・redep・sit，thewr玉terf・undthab之nisaneffectiveelementas貧nindicat・rf・rdetecti・n・f，

manganese　ore　deposit　associ耳ted　with　zincblende．　Using　Zn　as盆n　indicator，the　wfiters，

accordlnglyンdetected　many　anomalies　in　natural　water　and　soi1’in　which　the　anomalies　in　soiI

especially　ranged　in　a　line　E－W　in　accord　with　the　strike　of　the　known　ore　deposit．

1．緒　　言

　昭和26年8月，昭和27年6月の2回にわたり宮本・

朝日両技官その他の諸氏により，北海道稲倉石鉱山マン．

ガン鉱床調査が行われた。筆者もこれらの調査に同行し

昭和26年8月25日および，昭和27年7月3日から約

2週間づΣ，稲倉石鉱山附近を化学探鉱法により調査し

た。こ＼にその結果を報告する。なお調査に際し，種々

の御援助を賜つた鉱山長日野神児氏・青柳泉氏に深く感

謝する次第である。

2．位置および交通

　本鉱山は函館本線余市駅の西南西直距16k皿，北海道．

後志国古平郡古平町沢江村地内，稲倉石山の西麓にあ

る。本鉱山への交通は次の通りである。

　函館本線余市駅一1議蓋古平浜町自離藩鉱山

3。地質および鉱床

本鉱山の地質・鉱床に一？いては宮本・朝日両技官の報
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第1図　位置・交通図

告1）2）があるので，ご、にはその一部そ簡単に記すこど

，とする。，

　餌山附近は標高＄00m内外の山地で・断層谷と思われ

る稲倉石沢がほダ直線状に西流して古平川に合流し，古
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平川は北流して古平町で日本海に注ぐ。

銘床附近の地質は凝灰岩層とこれを切る輝石安山岩類

（中新世）および第四紀？　の両輝石安山岩からなるが

凝灰岩層と両輝石安山岩は区域の東端部にのみ現われ，－・

区域の大部分は輝石安山岩類が占め変朽安山岩化してい

る。

鉱床は変朽安山岩中の卿輔ま沼ま断層に沿づて生成

きれた脈状の裂鉾充墳鉱床である。鉱石はおもに菱マン

ガン鉱からなり，少量の石英・方解石その他各種の硫化

鉱物を含んでいる．硫化鉱物中硫マンガン鉱は璋較的多

く，一鉱脈の下部において多量含まれている。各鉱脈の品

位はほとんど差なくMn25・γ30％である。

4．化学探鉱

4．1標示元素
本鉱山の鉱床は硫化鉱物を伴なうごとを特徴とする。

硫化鉱物としては，黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・

硫マンガン鉱・濃紅銀鉱・舞銀鉱等がある。これらのう

ち硫マンガン鉱は上部には少ないが下部では採掘される．

第1表

ほど多量で論．、金銀琳とじて稼行され漸もあるr

その他の硫化鉱物は特に密集していない。42種の鉱石

（朝日技官採取）について分析した結果の一部を第1表・

に示した。

　従来，銅・鉛・亜鉛の硫化鉱物鉱床の化学探鉱をする

場合には，亜鉛が標示元素として用いられている。第1』

、表の亜鉛についてみると，東へ鑓押掘准している本坑脈

および金勢鐘は壌較的鉛・亜鉛に富み，その他吻鉱脈も　・

ほとんど1，000分台の亜鉛を含んでいるのが認められ、る。

また鉛・亜鉛は本鉱床では著しい正の相関を示している

　次に菱マンガン鉱中に肉亜鉛鉱として存在している亜

鉛の水溶性を知るために抽出試験を行つた。鉱石を漏璃

乳鉢で微粉と・し，その19をとり，1抽出液20ccを加え

て振猛し1夜放置後，その上澄液10gcをとリヂチゾ，ンで

溶出した亜鉛を卑量する・抽出結果も第1表に示す・

　抽出亜鉛は亜鉛含量の1／100～1／・000で・概して亜鉛の多

いほど抽出きれる亜鉛も多いが，この間の関係は著しく

ない。42個の試料中，10γ／9以下のものは7，10～20γノ9

のもの9，2Qγ／9以上のものは26でその最高は196惚

分　析　結　 果

No・．

1
2

、3

4
5
6
7
8
9

10

11

12，

13

14

15

16

17

18・

19

20

21

　（1）

Sio2％
　（1ア

，Mn％

11．81　　　　34．58

27．95　　　　22，36

9．03　　　　30．26

6．88　　　　31．90

11．92　　　　24．、19

16．71　　　　22．43

・一2．72、40．66

10．08　　　　36．79

1．49　　　　40．25

3P88、．34・15・

16。08　　　　34．76

11．82　　　　34．761

7．72　　　　34．58　、

16．69　　　　32．52

8．94　　　　26．35

13．44　　　　34．17

11．62　　　　33。95

4．36　35．81
10．89　　　　30．26

16．71　　　　32．52

23．49　　　　28．61

《1）

F今％ Zn％

1．43

5．60

1．70

2．22

0．85

1，11

0．67

2．60

0．32

0．91
0．67｝

1．14

2．02

2．16

1，59

2．22

1．15

0．95、

4．77
1．、52

，6．51

0．61

0．45

1．05

1．27

0．72

0．79

0．13

0．13

0．16

0．17

．O』06

1。02

0．50

0，13

0．20

0，13

0．46

1．36

0．92

0．93

0．88

Pb％

0．04

0．03
’
0
．

50

0．48

0．32
0。14’

O，03

0．04

0．01

0．02

0．04

0．20

－0．14

0．03

・0．07

0．04

0．03

1．03

0．35

0．28

0。25

S％
　　　　（2）
禦γ19拙率
　　　　％

0．32

0，51

1，28
．1，21

4．90

1．78

0．67

3，20

1．27

0．98

2．12

2．02
－3．62

0，50

1．09

0．45，

0，77

2．60

1．43

1．10

1．46

備 ・考

196　』3．2

　g　　o12

85　，0．8

’63　　0．5

13 0．2

42『0．5

15　　1。2

31　・2．4

18　　1．1

22・　1．3

13　　2．2　叩

48　　0．5

75　1』5
19　　1．5

　8　 0．4

13　、1．0

34　　0．7

154　　1．1

54　　0。6

163　　。1，8

63　　0．7
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金　勢
金　勢
金　勢，

，中　　の

坑

坑

坑，

坑

坑

坑

万盛坑通洞脈1坑・

万盛坑通洞脈3坑
』
万
盛 坑通洞脈5坑

万盛坑通洞脈6坑

万盛坑通洞脈？・大滝・通洞、

万盛坑本坑脈600m6番坑

万盛坑本坑脈640m2番坑
万盛坑上盤脈2番坑

万盛坑上盤脈6番坑

万盛坑下盤脈640m4番坑
万盛坑下盤脈100m5番坑
万盛坑本坑脈

万盛坑本坑脈100m21番坑

万盛坑本坑脈100m5番坑

万盛坑　中脈640m2番坑

（1）sio2，Mn，Feは稲倉石鉱山分析係分析

（2柚出率％一7纏線鍮畑
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を示し齢

　以上の結果からいずれの鉱脈の鉱石も1，000分台の亜

鉛を含み，溶出する亜鉛はかなり多い。また亜鉛含量の

少ないものも第1表の通洞脈の試料のように溶出する亜

鉛はあまり少なくはならない。したがつてかような鉱石

・の集合である鉱脈に地下水または地表水が接触すれば，

相当量の亜鉛を溶解し，これが沢水に混入すれば，沢水

の姫鉛含量は普通o．00～O，01mg／lであるから，そこに

異常を呈するであろうこと億容易に考えられる。実際奥

稲倉石坑通洞排水は0．18mgμ，廃石を堆積している所

を流れる沢水は最高0，13mg／1と大きい亜鉛含量を示

し，またB沢の亜鉛含星をみれば，隆盛坑を横切る所で

明らかにピークが現われ，鉱脈の存在が示されている。

このような事実は銅・鉛・亜鉛の鉱床に対して行はれた

化学探鉱の場合と全く同様である。

　ゆえに本鉱山附近の沢水を対象とする化学探鉱では，

亜鉛が標示元素として適当なものであることは明らかで

ある。

　次に現在掘進中の本坑から金勢鑓に向かう立入坑道の

引立から本坑鉱脈に至る間の岩石を採取し，鉱石と同様

の抽出試験を行つた。その結果を第2表に示す。

第2表岩石抽出結果
No．

1
2
3
4

、5

6
7
8
9

垂由　　出　　Zn　　γ／9

26

8
4
0．5〆

、0．9

0．5

0．6

0．5

0．3

備 考

鉱脈
鉱脈から4m離れる

鉱脈から3m離れる

鉱脈から12m離れる

鉱脈から16m離れる

鉱脈から20m離れる

「鉱脈から24m離れる

鉱脈から28m離れる

鉱脈から32m離れる

　本坑のこの附近では鉱脈は細い粘土脈となり僅かに鉱

石が認められる程度で，立入坑道には鉱石はもちろん硫

化鉱物も認められない。しかし抽出牽鉛は鉱脈に接近す

るにしたがい増加し，No．3では明らかに異常が認めら

れる。このような傾向は従来の銅・鉛・－亜鉛鉱床の場合

と同様である。鉱脈が細くなつてしまつてもこのようで

．あるから，鉱脈が優勢であれば異常を呈する範囲はさら

に広くなるものと想像きれ，岩石の場合でも亜鉛が標示

元素として用いられると考えられる。

　なお本鉱山と一連の関係にある大江鉱山では鉛・亜鉛

［
鉱 が採掘されるほど濃集している。したがつて大江鉱山

の鉱床は本鉱山と同様な閃亜鉛鉱を伴なうマンガン鉱脈

で，その化学探査に対しても亜鉛を標示元素とすること

はよいと考えられる。

　4．2調査方法
　亜鉛が標示元素となることが明らかとなつたので，次

のような方法により調査を行つた。

　4．2．1沢水を対象とする場合

　鉱山附近の沢水を約20mごとに80～100cc採水瓶匠

採取し，約20カ所の採水を行つた後，現地でpH，Znを

測定した。

　、pH　「SZK」pH’測定器を用い比色法によ為

　客n　試水10ccを小型分滅演斗（内容30cc）に入れ・

5％NaAc＋NH40耳混液を数滴と30％Na2S203溶液数
滴を加えてpHを約8とし，これにヂチゾンの1CCl4溶

液（1cc二6γAg相当）0、2ccを加えて，充分振撮する・

CC14層の着色を標準色と比色し，試水中のZn含量を求

める。なおこの際CCl4層の着色が0．04mgμZnを示せ

ばCC14層は棄却し，新たにヂチゾン溶液0，2ccを加えて

振猛し，CC14層の着色が0，03mgμZn以下となるまでこ

の操作を繰返す。こうして抽出されたZn量の和をもつ

て試水中のZn含量とする。

　4．2．2土壌を対象とする場合

　スコ、ップを用いて深さ約60cmの所の土壌を採取し，

乾燥後，馬毛製鯖（約30mesh）で舗い，混在している

石塊を除き，美馬璃乳鉢で微粉としその2gを取り，抽出

液（pH5．5のNaAc＋HAc混液〉40ccを加えて1分間

振蓋し1夜静置する。上澄液10ccを比色管に入れ・こ

れに30％Na2S耳03溶液数滴を加え，次にヂチゾンの、CC14

溶液（icc≒6γAg相当）1ccを加えて約30秒振蛋する。

この際CCl4層が赤色を呈すればさらにヂチゾン溶液を

適量加えて30秒振盤し，紫色になるようにする。別の

比色管に抽出液10ccを入れ，30％Na2S203溶液を加え

1試水に加えたと同量のヂチゾン溶液を加える。これに，

乞nSO、標準液（1ごc＝1γZn）を滴力Oし・30秒振盤後・．

CCl在層の着色を試料と比較する。試料の色と一致しな

ければ，きらに亜鉛標準液を添加する5添加ごとに30秒

振盟し，比色を繰返し同一色になるようにする・同一色

を呈するまでに使用した亜鉛標準液の量か亀試判中ID亜

鉛含量を求める．

　4．3　調査結果および解釈

　4．3．1沢水
　沢水採取位罹のおもなものは第2図に，結果は第3図

に示ず。以下　（）内の数字はm琴μで表した沢水中の

Zn含量とする。

　pH　A・B・C沢および12号の沢は6。6～7。Oの酸性

側に，稲倉石沢は7．0～7．2と塩基性側に変化している・

43一（669）
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しかし鉱脈との間1こは特に関係は認められないので詳細

は省略する。

Zn　鉱床と密接な関係を有し∫以下沢別に述べる。

12号の沢　No，5から下流は万盛鑓の延長方向にあた

り，No．4～No．5の間は著しいヤケがあり，No．6附

近にも小さいヤ．ケがあ

る。Znの分布からすれ

ば，No．7附近から下流、’

は増加の傾向にあり，

ヤケのあるNo．6でも

（0．01）であるから，こ』

れ以上の値を示す所は

鉱床と関係ある所とみ一・

られる．一般に沢水の

亜鉛は（O．00）～（0101）

で鉱脈のすぐ近くで増

加し少し下流ではまた

元に戻るのが普通であ

る。したがつてこの沢

で注意すべきほNo．2，

314，の点で，N（〉．7～8

の問には鉱脈の存在は

期待し難い。No。8か

ら上流の区域について

に鉱脈存在の有無に関

して予想できない。

　A沢　No，12の附近

に露頭がある。亜鉛の

異常のみられるのは，’

No．10，1Lである。

No．10は、12号の沢の

入口にある露頭に連ら

なるものと考えられ，

No．11が同様な異常

を示しているのは注意

を要する。なお，：No。

13，14は集塊岩の分布

する区域で岩質の差に，

．kり（0．01）となつアこも

のと考えられる。

　稲倉石沢　No．20，』

21の間に旭坑・隆盛

坑の廃石が積まれ，ま

たその下流に奥稲倉石

坑通洞』金勢坑等が開

坑きれ，廃石からでる亜鉛が多く，No．21から下流で

は沢水中の微量の亜鉛を調べる化学探鉱法は応用できな

い。

No．21から上流は廃石の影響がないにもか＼わらず

（0．02）～（0，04）を示し，一般の沢水の亜鉛含量より多

44一（670）
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．Zα
旧％

006
004
002

』1234　5δ7
006

，004
002

0，14

・0／2
0／0

008
006
004
002

12号ノ沢

010
1
0
0
8 006

004
002

014
012
0／0

008
006
α04
0，02

A　沢

θ・10　1’　12／3　　　14　　　15

8

稲倉石沢

1δ17　18　19　　20．212223卿塔　　　26

B　沢

27　28　　　　　　　　29　　　3031　32　　33

C　沢　，

4

一努35 　36　　　37　　　　38　　　’　39　　　　　　　　　　　　40　　．4ノ

第3図沢水中のZn含量

’い。これは奥稲倉石坑通洞において多数の細脈が奥稲倉

石坑に平行して存在しているととからも想像きれるが，

かような平行脈がこの方面にもなお存在するためかと思

われる。：No．22～26の諸点は（O．04）の値を示すが1

全体に亜鉛含量が多いので異常点か否か判然としない。

　　　　　　　　　も
『
な
お
前 記のようにpHは他の沢では酸性側凄変化してい

』るのに本沢のみは7．0～7．2と塩基性側を変化している。

この原因は不明であるが，奥稲倉石坑の脈石には方解石

が多く，・鉱脈も含マンガン方解石に移化するので，これ

らはpHを塩基性とする原因となりうるものである。こ

れからも本沢の流域は注意すべき地域と考えら薙る。

　B沢之の沢を横切つてNo．28に小露頭があり，地

表にはなんらの露頭も認めなかつたがNo．29に旭坑，

No．30に隆盛坑の鉱脈が伏在する。

　亜鉛含量は一般に多く鉱脈存在の可能性の大きい地帯

と考えられる。No．31，32，‘33の附近が注意すべき地

点である。隆盛坑の鉱脈はNo．30によつて明らかに示

されているが，旭坑の鉱脈は異常を示きない。これは坑

内崩壊のため実際に確認できなかつたが，旭坑の鉱脈は

この附近ではほとんど方解石脈となつているといわれる

のでそのためと思われる。

　C沢一N’o，35附近に廃石がある。したがつてこれか

ら下流は沢水による化学探鉱は不可能である。亜鉛含量

は一般に多く鉱脈存在の可能性が大きい。No．37，38，

39，40の附近が注意すべき地点である。しかしNo．37

の異常の現われ方は丁度廃石でもあるような現われ方で

ある。こ㌧から北東へほとんど尾根まで達する大きな沢

形がある。この沢形では採水できなかつたが，この沢形

は明らかに万盛鎚・金盛鑓を横切つているので，こφ両

ABC・D’E・FGH工』JKLM

N　　O

⑯⑩⑳⑭⑫⑩⑭’
⑱⑱⑯⑭．⑱⑮⑰
⑭＠⑩⑱⑫⑩⑱
⑪⑱⑮⑭⑱⑯⑩
⑩⑭⑭⑫⑩⑯⑭諺讐留器「諺鵠霧
⑩⑫⑩・⑩⑫⑩⑫
⑩⑩⑭⑩⑫［
⑫－⑫　一⑫　　 ⑭

0　　　　50加

一一

　　⑰圃
⑭　⑭囮
⑯　⑫圃
⑭一　⑬圓
⑩　⑬圓
⑰　⑭
　　⑳囮

　⑰
⑱⑯『

P
⑳

⑱
⑳

⑩
⑱，

⑳

⑰

⑯
⑯

⑳

⑪1

⑮
⑫

⑰

⑪

⑮

⑯

⑯

⑯
』⑭

⑱
．⑬

⑧
⑳

⑭

⑭’
⑫

⑪

1⑰’
⑮

⑩

⑮

⑳

1・

⑭

⑫
⑱

⑰
⑯
⑱
．

⑪

⑪
⑫

⑭

⑫

．⑫

○漁二よる結果040匁Z似上◎30匁Z棚上030解ρ緬
　　□縦1二よる結果1コ10匁Z似上【コ10乃Zη禰

　　　・第4図　　測点および亜鉛抽出結果　1
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者の影響を受けた水が相当本流に流入していることが考

えられ，この附近はさらに調査を要する。

　　　を
　4．＄．2土壌

　土壌の採取位置は第2図に，結果は第4図に示す。H・

1・J・L測線中に測点のない所は，露宕地帯であつた

ために，土壌の採取ができなかつたためで，またM測線

は上部から崩れてきた土壌で覆われている所で，参考程

度に採取したものである。

　既知鉱床上部で実験し得なかつたので，鉱床上部にお

ける土壌中の抽出亜鉛がどの程度の異常を示すものかは

不睨でφるが，調査結果を度数分布図にすれば第5図の

通りとなり，2γ／9以下の値を示すものが大部分で，2γ／9’

以上の値を示す試料の数は急激に減少する。また従来多

くの場合土壌中の抽出亜鉛が3γ／g以上を示すものは鉱

床と関係があるとみられる所に多い。したがつて一応3

γ／g以上の値を示すものを異常点として第4図にOおよ

び◎で示した。

いる熊笹の幹を採り天日乾燥後，磁製蒸発皿に入れ電熱、

器上で徐熱，炭化し，次に電気炉中で低温で灰化する。

この灰0．29を取り，前記抽出液40ccを加え1分間振

蛋後1夜放置し，その上澄液10ccを取り，土壌め場合

と同様ヂチゾンにより溶出した亜鉛を定量した。抽出結

果は灰を基準とじてγ／gで表わし第4図に示した。

前記のように測線Mの土壌の抽出結果は，上部から崩

れてきた表面の土壌についての結果で，熊笹はこれとは

関係のない深い所の影響を受けているので，土壌と熊笹，

の結果とを比較することはできない。熊笹の結果をみる

と土壌の方法で予想した異常線上に明らかに異常が認め

られる。植物中に濃縮される化学成分は岩石・土壌に比

して多くの條件に支配きれるので，今回の実験のみから

　　　　　　ヨ云々するごとは早計であるが，熊笹によつても探鉱が可

能であるように考えられ・きらに研究の必要が認められ

る。

5．結　　語．
試

lh（多舞3負2多響解サう

1㌧』、」＿一
　総鮫論雛購眺輪陳険論さミ脚出醜
　　　　　　　　　　　　　　＼＼、羅
　　　　第5図　抽出亜鉛度数分布図

　本鉱山の鉱床が鉱脈であることと関連して異常点の分

布状態をみると，異常点は9線の9．2附近とP線の16，4

附近を結ぶほ買東西の線上に並んでいるのが顕著に認融

られる。本鉱山の鉱脈にはN60～75。WとN70～85。E

の一般走向，をもっ2づの系列があるが，第4図の異常点

の配列けこの後者に属するもののようである。探鉱上注

意すべき点としてA，K．Pの各異常点，3線の9．2γ／9

の異常点を中心とする附近が挙げられる。

　4．3。3　植　　物　、

化学騨の調節灘は岩石’土壌・自然水1こよるほ一

かに，植吻による方法がある。本鉱山附近の山地では熊

笹が広く分布しており，希望する所で採集できないこと

はほとんどないので，今後の調査の際の参考として熊笹

の幹をとつて植物による方法を試みた。その結果を次に

記す。

　前記土壌の測線Mの各測点から1m以内の商に生えて

　本鉱山のような硫化鉱物を比較的多く含む鉱脈型のマ

ンガン鉱床は，亜鉛を標示元素として化学探鉱が可能で

あることが明らかとなつた。

　沢水の亜鉛含量からみて稲倉石沢およびB・C沢は一

般に亜鉛含量多く，鉱床存在の可能性が太きく，12号沢

のNo．7から上流，A沢のNo，13から上流は鉱床存在

の可能性は少ない。注意すべき点として12号沢の：No．

2・3・4・、A沢のNo・11乳、B沢のNo・31・32・，33・C

沢のNo．37，38，39，40の諸点がある」

　土壌中の抽出亜鉛量からみて注意すべき点と，しては，

A・K・P測線の各異常点，G測線の912γ／9を中心と

する附近が挙げられる。なお異常点はほず東西に連らな

る傾向が認められる。

　また熊笹の幹を用いても探鉱が可能であるように考え

られ，さらに研究の必要が認められる。

　　　　　（昭和26年8～9月および27年7月調査）
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